
全国光学工業厚生年金基金 

～基金財政の現状と将来予測～ 

　　　　　　　　　　　　　　　 2012年5月17日 

本資料に記載している見解等は本資料作成時点で独自に入手した情報に基づき当社独自で分析したものであり、その正確性・完全性を担保するもので
はありません。本資料に記載の分析結果や当社見解を利用したことによって生じる損害については当社は一切責任を負いません。本資料の全部または
一部の無断転載等は、その目的を問わずご遠慮願います。 

「全国光学工業厚生年金基金」の巨額簿外債務から会社を守る会 
第一回　財務分析報告会資料 
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第一部 
基金財政の実態 
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基金財政の実態①　 平成22年度決算収支計算書  
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基金だよりNo.93 
2011 Novemberより 

▲3億86百万円 

掛金等収入 
18億56百万円 

運用収益７億63百万円 
政府負担金1億49百万円　　　　　　　　　　　 

受換金9百万円　　　　　　　　　　　　　 

収益合計 
<27億77百万円> 

給付費用 
26億67百万円 

　　　　　　　　運用損失3億14百万円 

　　　　　　　　　運用報酬等1億15百万円 
　　　　　　　　　移換金67百万円 

費用合計 
<31億63百万円> 



基金財政の実態②　 平成22年度決算バランスシート  
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基金だよりNo.93 
2011 Novemberより 

積立不足 
110億21百万円 

純資産 

258億21百万円 資産合計 
<258億21百万円> 

最低責任準備金 
（継続基準） 

256億49百万円 

数理債務 
111億93百万円 

給付債務合計 
<368億42百万円> 



基金財政の実態③　 平成22年度決算の実態 
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基金だよりNo.93 
2011 Novemberより 

掛金等収入 

18億56百万円 

運用収益７億62百万円 

政府負担金1億48百万円　　　　　　　　　　　 
受換金9百万円　　　　　　　　　　　　　 

給付費用 

26億67百万円 

　　　　　　　　運用損失3億14百万円 

　　　　　　　　　運用報酬等1億15百万円 
　　　　　　　　　移換金67百万円 

▲3億86百万円 

純資産 

258億21百万円 

最低責任準備金 
（継続基準） 

256億49百万円 

数理債務（加算分） 
111億93百万円 

積立不足 
▲110億21百万円 

3億86百万円の赤字決算！ 110億円超の債務超過！！ 



基金財政の実態④　 過去の決算実態の推移 
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全国光学工業厚生年金基金　年金財政・バランスシート推移 

年金純資産（億円） 給付債務（億円） 最低責任準備金（億円） 積立不足（億円） 運用利回り 

慢性的な債務超過状態、直近では▲145億円に拡大している。 



財政赤字の原因①　－運用の失敗による赤字 
  資産運用による赤字　⇒積立金の減少に 
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年金資産運用利回りと年金資産額の推移 

資料出典：光学基金40年のあゆみ 

ITバブル崩壊 9.11テロ 米国 
サブプライム 
ローン破綻 

リーマン 
ショック 

欧州危機 
AIJ被害 

運用利回り 
過去15年平均　1.57% 
過去10年平均　1.32％ 



財政赤字の原因②　－収支の赤字 
  成熟度の進行による基礎収支赤字　⇒積立金の取り崩しに。 
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全国光学工業厚生年金基金：成熟度（金額ベース）推移 

掛金収入（億円） 給付額（年金＋一時金） 成熟度(給付額÷掛金収入） 

▲3.3億円 ▲7.5億円 
▲8.1億円 ▲8.7億円 



財政赤字の構造的原因 
  不安定な運用収支　　→運用リスクに振り回されて積立金が減少。 
  基礎収支赤字の拡大　→積立金の取り崩し。当基金の構造問題 
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加入員数が減る一方で、受給者数が増え続ける。 
その結果、毎年約10億円の収支赤字が発生、積立金を取り崩している。 

資料出典：光学基金40年のあゆみ 

加入員数は減少 

受給者
数は増

加 



第二部 
AIJ事件の被害 
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AIJ事件の被害：平成23年度決算への影響 
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純資産 

248億75百万円 

積立不足 
▲116億63百万円 

H23年度（H24年3月末） 
想定バランスシート 
＜AIJ損失前＞ 

最低責任準備金 
（継続基準） 

254億63百万円 

数理債務 

110億75百万円 

【給付債務365億38百万円】 

H23年度（H24年3月末） 
決算バランスシート 
＜AIJ損失後＞ 

純資産 

220億03百万円 

積立不足 
▲145億35百万円 

最低責任準備金 
（継続基準） 

254億63百万円 

数理債務 

110億75百万円 

【給付債務365億38百万円】 

AIJ損失 
▲28億 
72百万円 

積立不足▲116億63百万円 
÷加入員数6,800人（*） 

≒172万円/人 
（*H24年3月末現在推定）	

AIJ損失 

積立不足▲145億35百万円 
÷加入員数6,800人（*） 

≒214万円/人 
→社員一人当たり42万円の損失！ 



AIJ事件の真の被害者は誰か 
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AIJ被害　⇒　資産の減少　⇒　積立不足の拡大 

AIJ損失 
▲28億 
72百万円 

純資産 

248億 
75百万円 

積立不足 
▲116億63百万円 

純資産 

220億 
03百万円 

積立不足 
▲145億35百万円 



AIJ事件はなぜ起きたのか？ 
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我々の年金積立金という貴重な財産が突然なくなってしまった。 

 29億円もの巨額損失に対して、基金の責任者は誰なのか？ 

 基金内部での運営責任は、どこに、誰に、あるのか。 

 AIJ投資顧問の採用について、“資産運用委員会”や、　　“理事
会”“代議員会”でどのような検討を行ったのか。 

 資産管理を行っていた信託銀行の責任はないのか。 



AIJ事件に対する基金の公表コメント 
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“理事会・代議員会の機関決定” 
↓ 

・検討経緯、判断根拠、理事・代議
員の判断など、一切説明がない。 

“資産を管理している 
三菱UFJ信託銀行” 

↓ 
・金融機関の責任はないのか？ 

“投資額の増額” 
↓ 

・決定責任者、検討内容、判断根
拠など、一切説明がない。 

責任を認めて謝罪 
↓ 

・基金に損害を与えた責任がある。
賠償すべきではないのか。 

当基金のホームページに掲載されて
いる基金の公表コメント（次頁も） 

＜赤下線は加筆＞ 

<<問題点・疑問点>> 



第三部 
基金の将来性 
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基金の将来性：財政回復は可能なのか① 
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H23年度（H24年3月末） 
決算バランスシート＜AIJ損失後＞ 

純資産 

220億03百万円 

最低責任準備金 
（継続基準） 

254億63百万円 

数理債務 

110億75百万円 

【給付債務365億38百万円】 

積立不足▲145億35百万円÷加入員数6,800人 

≒214万円/人　 

→加入員一人当たり214万円の巨額の簿外債務 

積立不足 
▲145億35百万円 

2012年3月時点 

簿外債務145億円 

  基金財政の現実と将来 

積立割合 
60% 

145億円超の 
巨額の債務超過、
（積立割合60%） 
こんな状態から 
回復出来るのか？ 



基金の将来性：財政回復は可能なのか② 

2012/5/17 Oval Risk-Management Services Inc., All Rights Reserved 17 

  三菱UFJ信託銀行による「シミュレーション」 

本年4月17日の第101回代議員会に三菱UFJ信託銀行から資料が提出された。 

＜資料の結論（シミュレーション結果）＞ 
①運用利回りが4.2%の場合、19‰の掛金アップ、 
②運用利回りが5.2%の場合、20‰の掛金アップ、 
　すれば、平成34年度には積立水準は1.00に回復。 

その内容を検証すると数々の疑問が 

  現実的に達成可能な計画なのか？？ 
疑問点：その１・運用利回り、毎年4.2%～5.2%は達成できるのか？ 

　　　　その２・加入員数の減少や受給者数の増加はどうみている？ 

　　　　その３・H34年度に「代行割れ」解消しても上乗せ分は不足。 

　　　　　　　代行分だけで“財政回復”なのか？　 



基金の将来性：財政回復は可能なのか③ 
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  三菱UFJ信託銀行による「シミュレーション」第1案-(B) 

運用利回り4.2%で計算すれば、H34年度で代行分積立水準は1.0 
→代行割れは解消する。しかし上乗せ分は？？ 

①運用利回り4.2%で19‰掛金アップすれば、平成34年度には積立水準は1.00に回復 



基金の将来性：財政回復は可能なのか④ 
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  三菱UFJ信託銀行による「シミュレーション」第1案-(B) 
①運用利回り4.2%で19‰掛金アップすれば、平成34年度には積立水準は1.00に回復 
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最低責任準備金シミュレーション：第1案-(B)による想定積立状況 

最低責任準備金；代行分（億円） 想定数理債務；上乗せ分（億円） 積立不足（億円） 資産額（億円） 

特例掛金を19‰もアップして、運用利回りが4.2%で10年間連続したとしても、 
平成34年度にはまだ97億円もの積立不足が残っている。 



基金の選択肢：継続・代行返上・解散 
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  3つの選択肢（▲145億円の不足：債務超過状態からスタートする） 

継　続 

代行返上 

解　散 

• 回復計画を実施する。 
• 掛金の大幅引き上げ（19‰）を行い、運用利回り4.2%を10
年続けても、まだ▲98億円（推定）の積立不足が残る。 
　（19‰掛金の10年間分＝約47億円を負担しても） 
⇒いつになれば積立不足を解消できるのか、目途が見えない。 

• 代行部分を国に返還して上乗せ分（企業年金）だけを継続。 
• 上乗せ分の積立金ゼロでは現実的には不可能 

• 代行部分を国に返還して、基金は解散（制度廃止） 
• 代行分不足金を、全事業主が分担して一括拠出する。 
• 代行割れ額（H23年度末▲約50億円）の穴埋めが必要。 
• 解散後は、特別掛金などの追加負担は解消。本来の厚生年金
制度保険に戻る。 



上乗せ分 

基金の選択肢：基金解散の場合 
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  基金解散の場合： 

解散時には代行分の不足を
穴埋めして国に満額返還。 
代行分不足額は全加入事業
所で分担して一括拠出。 H23年度末 

バランスシート 

数理債務 
111億円 

純資産 

220億円 

最低責任 
準備金 

（継続基準） 

255億円 

積立不足 
146億円 

解散 
↓ 

非継続基準 
純資産 

220億円 

最低責任 
準備金 

270億円 

非継続代行分不足 

50億円 

各社で 
個別に 
社内対応 

国に返還 

解散時の代行分不足額▲50億円÷6,800人≒74万円/人 
これを全事業所で協力して穴埋めしないと解散できません。 



第四部 
今、取るべき行動 

2012/5/17 Oval Risk-Management Services Inc., All Rights Reserved 22 



基金に「公開質問状」を提出します。 

『守る会』は基金に公開質問状を提出し、次を要求
します。 
1. AIJ被害に関して、基金の運用責任者（運用執行
理事）による経緯説明と質疑応答を求めます。　
また、検討会・理事会の議事録開示を求めます。 
2. 将来計画を作成した信託銀行に、その達成確実性
や現実性、判断根拠についての説明を求めます。
また、計画を認める理事・代議員の判断根拠の説明
を求めます。 
3. 6月8日に開催する第一回検討委員会の内容を全面
的に開示すること、また、希望者には傍聴できるよ
うにすることを求めます。 
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賛同を求めます。 

  公開質問状の提出に賛同頂けるならば、 
1. 事業主の同意（質問を基金に提出すること
に賛同する）を表明してください。 

2. 社員にも状況を説明して、同意をもらって
ください。 

※質問状はすぐに発送して、今月末までの回
答を要請します。 
賛同頂ける事業主の方には、お手元に配付し
てある用紙に記入・捺印をお願いします。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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